
地域福祉推進委員会の活動支援

ボランティアセンターの運営

在宅援護事業

　各地区で自治会長や民生委員・児童
委員、ボランティアなどが中心となって
活動している「地域福祉推進委員会」。
身近な場所で参加しやすいイベントを
　　　　企　画・開催したり、見守り活動
　　　　 を行って地域の福祉を支えて
　　　　　います。

■移送サービス「ひばり号」の運行
■有料在宅援護事業　
　「あつぎしあわせライフサービス」の実施
■車いすの貸出

福祉人材育成

■同行援護従業者（視覚障がい者の
　ガイドヘルパー）養成研修の実施

■各種ボランティア養成講座の開催
■ボランティアグループの支援
■ボランティアの依頼・派遣などの相談
■ボランティア活動保険の窓口

平成３０年度

賛助会員募集
毎年７月は
「社協賛助会員加入運動月間」です

権利擁護支援センター
　■高齢や障がいなどにより判断能力が十分でない方の権利を守る成年後見制度の推進
　■成年後見相談　■市民後見人の育成　■高齢者と障がい者の虐待通報（緊急通報は24時間受付）

居宅介護事業
　■障害者総合支援法による身体介助、家事援助　■視覚障がい者の同行援護

あんしんセンター
　■日常的金銭管理　■福祉サービス利用の援助　■書類等預かり

本会では 
このような事業も
実施しています！

子育てサロン

見守り事業

ひばり号

車いすの貸出

傾聴ボランティア講座

ボランティア入門講座

しあわせライフ
サービス

ミニデイ
サービス

敬老事業

同行援護従業者
養成研修

　本会では、地域が抱える福祉課題や生活課題を、地域の皆
さまが互いに助け合い、支え合って、地域全体で解決できるよ
う、様々な事業に取り組んでいます。
　こうした活動にご賛同いただける方に本会の賛助会員として
会費を納入していただくことにより、事業が支えられています。
　寄せられた賛助会員会費は市内１５地区公民館単位で組織さ
れ、高齢者を対象としたミニデイサービスや会食会、育児を応
援する子育てサロンなどの活動をしている地域福祉推進委員会
の支援をはじめ、在宅援護事業や福祉人材の育成等、本会の
福祉事業のために活用されます。

一般家庭：１口　 　５００円 自治会にご協力いただき、募集します。
法　　人：１口 １，０００円 本会より直接ご案内のうえ募集します。
　　　　　（３口以上のご協力をお願いします）

平成２９年度「賛助会員」会費実績額　19,582,821円

地域福祉を支える力！
　　それはあなたの会費です

第150号

抜き取ってお読みください

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、市民の皆さまの参加と協力によって地域福祉の推進を図ることを目的とする、民間の福祉団体です。 

ひとりひとりが主役 ！ みんなでつくろう、 地域の ふ（ふだんの）く（くらしの）し（しあわせ）

 発 行             社会福祉法人
　　　　 厚木市社会福祉協議会
〒243-0018 厚木市中町1-4-1
　　　　 保健福祉センター内
電話　046-225-2947（代表）
FAX　046-225-3036
soumu@shakyo-atsugi-kanagawa.jp
http://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp

社協あつぎ
平成30（2018）年６月15日：



常盤産業（株）
睦合南地区地域福祉推進委員会
神奈川県トラック協議会・厚木
睦合中学校（Ｓ27年度卒業）同窓会
たかざわふぁ～む
玉川地区公民館まつり実行委員会
玉川地区地域福祉推進委員会
厚木市地域婦人団体連絡協議会

100,000円
4,473円

230,512円
10,634円
16,200円
45,685円
10,000円
7,400円

10,681円
16,368円
29,800円
45,814円
30,000円
6,550円
17,250円
311,424円

厚木さつきライオンズクラブ
市場自治会
（株）ホンダプリモ厚木
厚木市歌謡演歌協会
夕なぎ会
厚木荻野走友会
（一社）あつぎ商和会
匿名（4件）

　地域包括ケア社会の実現に
向けて、本会では市の計画で
ある「厚木市地域福祉計画」
と補完・連携の関係にある「地
域福祉活動計画」を一年早め
て改定しました。
　今年度は計画のスタートの
年度であり、計画の実効性を
高めるために、計画に位置付
けられている新規事業や、住
民ニーズの高い事業により積
極的に取り組みます。
　また、地域福祉推進委員会
とより緊密に連携し、地域福
祉の更なる向上に努めます。

　少子高齢化、人口減少社会
においては、地域での支え合
い活動がますます重要になり、
こうした活動を支える仕組み
が求められています。
　地域福祉推進委員会や第２
層生活支援体制整備協議体※と
連携しながら、住民同士が助
け合い、支え合う仕組みづく
り等を牽引し、より地域に根
差した活動を展開します。
※介護保険制度に新しく位置づけられた生
活支援体制整備事業で設置される、地域で
の情報共有と話し合いの場。

支え合いの仕組みをつくる

地域支え合い活動の推進
　認知症や障がい等により判
断能力の十分でない方への支
援の必要性が高まっています。
　高齢者や障がい者が住み慣
れた地域で安心して暮らして
いけるよう、関係機関との連
携を深め、成年後見制度の相
談の実施や情報提供等に努め
るとともに、市民後見人受任
調整会議を設置するなど、権
利擁護の推進に取り組みます。

安心して暮らす権利を守る

権利擁護の推進
　地域包括ケア社会の実現に
は、地域福祉活動の担い手の
確保が不可欠です。
　このため、ボランティアセ
ンターの機能強化を図り、新
たなボランティアの発掘や、
新たなニーズに対応できるボ
ランティアの養成など、多様
なボランティア活動を支援し
ます。また、有事の際に災害
救援ボランティア支援セン
ターを円滑に運営できるよう
取り組みます。

地域福祉の担い手を育成

多様なボランティア活動の推進

事
業
計
画
と
予
算

平成30年度

・市民や事業所など皆さまからの
　会費収入

・理事会、評議員会等の開催
・厚木市社会福祉大会の共催
・地域福祉コーディネーター等経費
・事務局の管理、運営等

・ボランティアセンターの管理、運営
・ボランティア講座の開催
・ボランティアグループ等への助成
・災害ボランティア支援体制の強化
・福祉教育推進事業の実施等

・地域福祉推進委員会事業費交付金等

・福祉団体等に対する活動支援等
・男の料理教室の実施
・地域活動支援センターへの助成等

・緊急援護資金の貸付
・生活福祉資金の貸付事務等

・日常的金銭管理サービス、書類等預り
  サービスの実施
・障害者総合支援法に基づく居宅介護
  サービスの実施
・障害者総合支援法に基づく同行援護
  サービスの実施
・障がい者の就労の場の確保として、
  「喫茶どんぐり」の運営
・障がい者の就労の場の確保として、
  「売店どんぐり」の運営
・各施設利用者の利便性の向上を図ると
  ともに、自主財源確保のため自動販売
  機を設置

・あつぎしあわせライフサービスの実施
・災害見舞金の支給
・交通遺児の援護
・移送サービス「ひばり号」の運行
・成年後見制度に係る相談支援
・高齢者、障がい者への虐待通報・届出
・市民後見人の育成等

・厚木市補助金及び交付金
・神奈川県社協補助金
・共同募金配分金

・あつぎしあわせライフサービスや
移送サービスの収入、講座参加費、
広報紙広告料等の収入

・善意銀行、ふれあい基金寄付金収入

・介護給付費等の収入

・喫茶及び売店事業の収入

・自動販売機設置事業の収入

・ふれあい基金の預金利息等

・コピー機使用料収入等

・厚木市からの借入金

・積立金の取崩収入等

・公益事業前期末支払資金残高

障害福祉サービス等事業収入

公益事業収入

収益事業収入

受取利息配当金収入

その他の収入

借入金

積立預金取崩収入

前期末支払資金残高

・厚木市及び神奈川県社協受託金

・緊急援護資金償還金

■　収入 （単位：千円） ■　支出 （単位：千円）

勘定科目 予　算 説　　明 サービス区分 予　算 主　な　事　業　内　容

合　　計

合　　計

会費収入
法人運営事業

住民福祉活動推進事業

福祉活動推進事業

共同募金配分金事業

資金貸付事業

在宅援護等事業

権利擁護支援事業

日常生活自立支援事業

居宅介護事業

同行援護事業

喫茶事業

売店事業

自動販売機設置事業

ボランティアセンター
活動事業

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

16,223

6,647

9,883

154

145

1,000

53,779

54

265,435

20,600
161,919

39,415

5,245

2,250

8,675

10,122

2,755

4,571

6,083

349

12,762

4,695

5,207

1,387

265,435

2,000

135,620

11,979

5,039

2,312

事業計画書及び収支予算書は、本会ホームページでご覧いただけます。

４月１日付で新理事が就任しましたのでご紹介します。
任期は平成31年6月の定時評議員会終結の時までです。

常務理事：杉田 則夫（学識経験者）

新役員の紹介

厚木社協　 検索

皆さまの善意 2月21日から5月21日までに善意銀行・ふれあい基金へ
寄付金を寄せられた方々です。　　　（敬称略・順不同）

（２） 社 協 あ つ ぎ平成30年６月15日



ボランティア講演会

8月1日（水）

あなたも　今日から　聴き上手！平成30年度
～ボランティア、はじめの一歩～

ボランティア活動及び市民活動への意識向上を目的とし、ボランティア講演会を実施します。

10時30分 ～12時30分

厚木市文化会館　小ホール

ボランティアセンター

たくさんの申込み、お待ちしています

７月13日（金）までに

厚木市民及び近隣市町村民　300人

無料

ＮＰＯ法人
パートナーシップ アンド リスニング アソシエーション

代表　後庵 正治　さん
ご あん　まさ はる

①ボランティア活動を行う心構えや基本を

　学ぶ

②多くのボランティア活動にも活用できる

　「傾聴」を学ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　電話、FAX、
メール、ハガキ（講演会名・氏名・年齢・住
所・電話番号を記入）でお申込みください。

〒243-0018 厚木市中町１-４-１
☎ 225-2789　 FAX 222-7440
メール　v-center@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

★応募多数の場合は抽選の上、応募者に通知します。

主催　厚木市社会福祉協議会／共催　厚木市

　「傾聴」は、相手の気持ちに寄り添って、
注意深く共感的に「聴く」技法。アドバイス
や説教をしたり、自分が聞きたいことを相手
の話をさえぎって質問することなく、相手が
話したいことをそのまま受け止めます。

日時

場所

申込

対象

講師

内容

参加費

社会福祉協議会職員の募集
≪職　　種≫　事務局における事務及び各種福祉サービス支援業務　　
≪採用人数≫　１名
≪受験資格≫　
　　次の各項目を全て満たす方　
　　○昭和58年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた方
　　○社会福祉士の資格を取得している方
　　○普通自動車（第１種）運転免許を取得している方又はこれと同等以上
　　　の自動車運転免許を有している方
≪採用予定≫　平成30年10月1日（相談に応じます）

≪一次試験≫　平成30年7月28日（土）面接試験、適性検査、作文
≪二次試験≫　平成30年8月19日（日）面接試験
≪受験案内及び申込書≫　
　　　本会事務所（保健福祉センター 5階）、厚木市役所本庁舎、
　　　本厚木・愛甲石田駅連絡所で配布
　　　（本会ホームページからダウンロード可）
≪受付期間≫　平成30年6月15日（金）～平成30年7月17日（火）
≪問合せ先≫　総務係　☎ 225-2947
　　　　　　　※詳細は受験案内をご確認ください。

　成年後見制度の総合的な推進と高齢者及び障がい者の虐待による
権利侵害を解消するため、設置しています。

厚木市権利擁護支援センター

■　成年後見制度の相談や、高齢者・障がい者への虐待について
　の相談・通報・届出を受け付けています。
■　ご本人やご家族の気持ちに寄り添い、関係機関と連携を取り
　ながら支援します。

虐待かも？
専用ダイヤル ☎ 225-2939
ＦＡＸ　225－3036
メール　engo@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

★電話による虐待の緊急通報・届出　→　24時間受付
★相談　→　平日8時30分～ 17時15分受付（祝日・年末年始を除く）

車いすの貸出

福祉総合相談

成年後見相談

　急なケガなどで、一時的に車いすが必要となっ
た市内在住の方に対して、2ヶ月間車いすを無料
でお貸しします。
問合せ先：援護係　☎ 225-2947

利用方法や実務についての相談は・・・

日常生活における様々な悩み事相談は・・・

厚木市権利擁護支援センター

　成年後見制度の利用方法や後見人の実務に関することなど、
司法書士が相談をお受けします。

　市民の日常生活における様々な悩み事、心配事などを気軽に
相談できる窓口です。

相 談 日：毎月第２・第３水曜日13時～ 15時（1人1時間）
受   　付：予約制です。相談日の一週間前までに電話で予約
               してください。相談は無料です。
問合せ先：援護係　☎ 225-2947

開 設 日：平日8時30分～ 17時15分（祝日・年末年始を除く）
場　　所：厚木市保健福祉センター５階
問合せ先：援護係　☎ 225-2947

社 協 あ つ ぎ （３）平成30年６月15日



♪

介護予防 脳トレ体験教室 災害ボラセンスタッフ養成講座 男の料理教室

夏休み親子手話教室 障がい者スポーツ体験講座 交通遺児激励金・見舞金・福祉金を支給します

　iPad（アイパッド）を使いながら、脳を活
性化。健康で楽しい時間の維持を目的とした
４回連続の講座です。ＩＴの利用とコミュニケー
ションをつなぎながら認知機能向上を目指しま
す。

60歳以上の市内在住者で全日程に
参加できる方　１６人
（応募多数の場合は抽選）
7月11日、18日、25日、
8月  1日　すべて水曜日　全４回
14時～15時
厚木市保健福祉センター　4階
ボランティア研修室・作業室 
一人500円（当日徴収）
6月29日（金）までに電話または
FAX（講座名・氏名・年齢・住所・
電話番号を記入）でお申込みくださ
い。
援護係　  ☎  225-2947　
　　　　 FAX 225-3036

対　象

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先

　災害時、厚木市災害救援ボランティア支援
センターの運営をお手伝いしていただくボラ
ンティアを養成します。

市内在住・在学・在勤の18歳以上
70歳未満で、災害発生時の環境の
中で活動ができる方　30人
（応募多数の場合は抽選）
各地での被災者支援の事例を踏ま
え、学んでいただきます。
※希望者は最終日にスタッフとしての
　登録ができます。
７月13日、20日、27日
すべて金曜日　全３回　 
14時～ 16時
厚木市保健福祉センター　4階　
ボランティア研修室
無料
6月29日（金）までに電話または
FAX（講座名・氏名・年齢・住所・
電話番号を記入）でお申込みくださ
い。
ボランティアセンター
　☎  225-2789　
FAX 222-7440

対　象

内　容

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先

　調理をしながら正しい食生活のあり方につ
いて楽しく学ぶ教室です。

市内在住で、65歳以上の男性
16人（応募多数の場合は抽選）
①7月20日（金）
　10時～ 13時30分
②9月21日（金）
　10時～ 13時30分
アミューあつぎ　6階 
クッキングスタジオ
厚木市食生活改善推進団体
「厚味会（あつみかい）」
1,000円（当日徴収）
①は6月29日（金）まで、
②は8月31日（金）までに
電話またはFAX（講座名・氏名・
年齢・住所・電話番号を記入）で
お申込みください。
援護係　  ☎  225-2947　
　　　　 FAX 225-3036

対　象

日　時

場　所

講　師

参加費
申込方法

申込先

　手話は聞こえない人の大切なことばです。
親子で楽しく手話を学んで話をしましょう。

市内在住の小学生とその保護者
10組20人（応募者多数の場合は抽選）
★小学校4年生以上は１人での参加 
　も可
日常で使うことのできる簡単な手話
の学習など
７月24日（火）～ 26日（木）　
全３回　10時～ 11時30分
厚木市保健福祉センター　５階
会議室501
無料
７月９日（月）までに電話または
FAX（講座名・氏名・年齢・住所・
電話番号を記入）でお申込みくださ
い。
ボランティアセンター
　☎  225-2789　
FAX 222-7440
厚木市手話サークルあゆの会
厚木市社会福祉協議会

対　象

内　容

日　時

場　所

参加費
申込方法

申込先

主　催
共　催

　障がい者スポーツを楽しむことで福祉への
関心を高め、思いやりの心を育むための講座
です。

市内在住の小学校５年生以上で、
障がい者スポーツに関心のある方
①日時：8月7日（火）10時～正午
　内容：サウンドテーブルテニス
　講師：厚木市誘導赤十字奉仕団
　定員：20人（応募多数の場合は抽選）
②日時：8月9日（木）10時～正午
　内容：車いすバスケットボール
　講師：湘南スポーツクラブ
　定員：30人（応募多数の場合は抽選）
厚木市保健福祉センター　６階
ホール
無料
7月17日（火）までに電話または
FAX（講座名・希望日・氏名・年齢・
住所・電話番号を記入）でお申込み
ください。
援護係　  ☎  225-2947　
　　　　 FAX 225-3036

対　象

日時等

場　所

参加費
申込方法

申込先

交通事故等（列車、電車、船舶、航
空機の運行上の事故を含む）による
20歳未満の遺児やその世帯で、市
内に住所がある方。
見舞金については、県労働災害見舞
金の給付を受けていない交通遺児世
帯です。
交通遺児調書に必要事項を記入し、
提出（郵送可）してください。
交通遺児調書は、本会事務所にあり
ます。
援護係　☎ 225-2947

対　象
　

申請方法

問合先

この事業は、かながわ交通遺児援護基金交
付金及び神奈川県トラック協議会・厚木か
らの寄付金を財源として行っています。

※

募　集・お知らせ

　この春、地域ボランティア「依知の会」が、
長年の地域活動を認められ、緑綬褒章を受章
されました。
　「依知の会」は、ひとり暮らし高齢者等への
ボランティア活動や、地域の高齢者施設・障
がい者施設での活動に加え、地域の実情に合
わせた様々な活動を行っており、それらの活
動が高く評価されての受章です。高齢化が進
み、地域でともに支え合う社会づくりが行わ
れる中、「依知の会」は先駆的に熱心な活動を
されています。
　今年は「依知の会」が３０周年を迎える節目
の年でもあり、団体の皆さまの活動が力強く
受け継がれた結果としての受章となりました。
　地域に根差した活動が今後も長く続いてい
くよう、本会も支援していきます。

緑綬褒章受章　地域ボランティア「依知の会」祝
　「依知の会」のますますのご活躍を期待して
います。

★地域ボランティア「依知の会」
　代表 大塚繁、会員26人。ボランティア講座
の受講生等をメンバーに、平成元年発足。
　市内依知地区をホームグラウンドに、ひとり
暮らし高齢者宅への訪問や季節の便りを送る
などの見守り活動の他、交流会、福祉施設で
の活動などを続けています。

★緑綬褒章
　「長年にわたり社会に奉仕する活動（ボラン
ティア活動）に従事し、顕著な実績を挙げた
個人または団体」に内閣府より授与されます。

（4） 社 協 あ つ ぎ平成30年６月15日




